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区分 指 導 題名 
いちご低温カット栽培における極晩生品種「そよかの」の
特性 

［要約］極晩生いちご品種「そよかの」は、低温カット栽培において、収量が奨励品種「北
の輝」より多い。また、大果で商品果の揃いに優れる。果実糖度や酸度は「北の輝」と同
等であるが、硬度は「北の輝」より低い。草勢が強く、立性で、ランナー増殖性にも優れ
る。 

キーワード いちご 低温カット栽培 極晩生 園芸技術研究部 南部園芸研究室 

 
1 背景とねらい 

現在、本県におけるいちごの低温カット栽培（半促成栽培）では、平成８年に野菜・
茶業試験場盛岡支場で育成された「北の輝」が広く普及しているが、より収量の多い
品種が期待されている。本県が共同研究により育成した露地・半促成栽培向け極晩生
いちご品種「そよかの」は、従来品種より多収で商品果の揃いに優れる有望品種であ
るため、その品種特性を紹介する。 
 

2 成果の内容 
(1)来歴 
「そよかの（旧系統名：イチゴ盛岡 36 号）」は農研機構東北農業研究センターにお
いて、「豊雪姫」に「さちのか」を交配し、本県と東北農業研究センター、青森県、
秋田県、山形県との共同研究により育成された品種である。 

(2)低温カット栽培における特性の概要 
ア 草勢は強く、立性で大株となり、ランナー増殖性に優れる（表１）。 
イ 収量性は「北の輝」より優れる（表２）。 
ウ 商品果率や商品果１果重は「北の輝」より高い（表２）。また、2L 以上の大果の
割合が「北の輝」より高く、商品果の揃いに優れるうえ、障害果の発生割合が「北
の輝」より低い（表４、５、図１、２）。 

エ 果実糖度、酸度は「北の輝」と同等である。一方果実硬度は「北の輝」より低い
（表３）。 
オ 果形は円錐形で、果皮は明赤色であり、外観は良好である。果肉色は淡赤で、痩
果深度や光沢は中程度である（表５、図２）。 

 
3 成果活用上の留意事項 

(1)本品種は令和元年７月４日に出願公表となったため、種苗会社での取り扱いは令和
３年以降に開始する見込みである。苗の購入を希望する場合、令和２年度については
南部園芸研究室に問い合わせる。 
(2)本成果は、発泡スチロール栽培槽を用いた高設栽培での結果である。土耕栽培及び
露地栽培への適応性は東北農業研究センターの試験研究成果を参考にする。 
 

4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 
いちごの低温カット栽培を行う地帯の指導者 

(2)期待する活用効果 
低温カット栽培における品種選定の際の一助となる。 

 
5 当該事項に係る試験研究課題 

(H25-03-1000)地域適応性の高い半促成栽培向けいちご系統の選定[H25～R3/県単] 
 
6 研究担当者 鈴木 朋代、漆原 昌二 
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図２ 供試品種の果実（左：そよかの、中央：北の輝、右：豊雪姫（参考）） 

 

8 試験成績の概要（具体的なデータ） 

表１ 生育特性 

  草姿 草勢 草高 
(cm) 

葉柄長 
(cm) 

小葉身長 
(cm) 

小葉幅 
(cm) 

分げつ 
(個) 

ランナー 
発生数(本) 

そよかの 立性 強 39.2 31.9 11.5 9.2 3.2 21.0 

北の輝 中間 中 32.4 28.3 9.3 8.0 3.3 16.5 

豊雪姫（参考） 立性 やや強 38.6 33.5 10.1 8.9 3.0 14.6 

注１）データは３か年（2015 年、2017 年、2018 年）の平均値。調査は５月に実施（ランナー数のみ 8～9 月）。 

 

表２ 月別商品果収量 
  商品果収量(g/株)  商品果 

果数(個) 
商品果率 
(果重%) 

商品果 
１果重
(g) 

総収量 
(g/株)   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 合計 

そよかの 22.9 574.2  87.5 168.5 69.8 923.0 66.8 86.6 13.7 1057.1 b 

北の輝  1.1 336.8 138.9 135.1 37.8 649.7 58.1 75.5 11.2  855.5 a 

豊雪姫（参考） 16.9 416.7 190.3 123.8 28.5 776.3 58.5 84.9 13.3  912.4 a 

注１）データは３か年(2015 年、2017 年、2018 年）の平均値。総収量の異なる英小文字間には、Dunnett 法により 5%水準で有意差あり。 

 

表５ 果実特性（達観調査）       

  果形 果皮色 果肉色 痩果深度 光沢 商品果の揃い 

そよかの 円錐 明赤 淡赤 中 中 優 

北の輝 短円錐 赤～濃赤 赤 浅 やや強 やや劣 

豊雪姫（参考） 短円錐～円錐 明赤～赤 淡赤～赤 やや深 中 中 

 

表３ 果実特性   

  
糖度 

（Brix,%) 
酸度 

(ｸｴﾝ酸値,%) 
赤道部硬度 
(φ6mm,gr) 

そよかの 7.6 a 0.63 a 458 b 

北の輝 7.9 a 0.64 a 577 a 

豊雪姫（参考） 7.2 a 0.75 a 422 b 

注１)データは３か年(2015 年、2017 年、2018 年）の平均値。 

注２)異なる英小文字間には Steel 法により 5%水準で有意差あり。 

表４ 障害果発生割合（2019 年） 

  
種浮き果 
（果数%） 

裂果 
（果数%） 

鶏冠果 
（果数%） 

そよかの 0.1 0.2 3.8 

北の輝 2.9 7.4 9.9 

豊雪姫（参考） - 0.2 2.3 

注）算出方法は（障害果数/全果数）×100 

【ハウス内の温度管理】無加温ハウスにおける低温カット
栽培の低温遭遇量の基準に従い、低温遭遇量が 300 時間に
なるまで側窓を開放し、低温遭遇量が 700 時間を経過した
後に内張カーテンを使用し保温した。 
【採苗・育苗】採苗は７月下旬、９cm ポリポットに市販
の育苗培土を充填し、挿し苗方式で行った。 
【栽植様式】培地はヤシ殻。栽植様式は 2015 年作が畝間
160cm、株間 25cm、1 条植え（ダブルベンチ）とした。2017
～2018 年作は畝間 100cm、株間 25cm、２条植え（シング
ルベンチ）とした。肥料はタンクミックス F&B を用い、芽
数制限や摘花は行わなかった。 


